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幕張公民館

千
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鎌
ケ
谷
松
戸
線

幕張小学校

至：検見川駅 至：新検見川駅

京
成
幕
張
駅

京
成
電

鉄
千

葉
線

ＪＲ幕張駅

Ｊ
Ｒ
総
武
線

至：幕張本郷駅

街区公園２

幕
張
町
武
石
町
線

Ｎ

申請地：千葉市花見川区幕張町５丁目１１２番４　ほか

計画建物

１中野 実（一級建築士 第253601号）

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

案内図

計画概要

敷地の地名地番

工事名称

工事場所

◇計画概要

：土地区画整理事業区域を示す

：申請地の敷地境界線を示す

：計画建物を示す千葉市花見川区幕張町6丁目地内

幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

千葉市花見川区幕張町5丁目114-11の一部,112-4,113-11,114-10,

幕張町6丁目110-1,-2,111-1,-2,-3,114-6,115-2,-4,-5,116-1,128-3,-4,-5,129-4の各一部,

112-1,-3,-5,113-1,-3,-10,114-1,-10,-11,-12,-13,-14,-15,-16,115-3,-6 建物用途

幅員：25.0ｍ／接道長さ：43.30ｍ

6,400.00㎡

準防火地域

商業地域（建蔽率80％／容積率400％）用途地域（建蔽率／容積率）

防火地域・その他の区域

敷地面積

前面道路幅員／接道長さ

バス等乗降場上屋・公共用歩廊



幕張小学校

千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線

千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線

幕張公民館

京
成
幕
張
駅

ＪＲ幕張駅

幕
張
停
車
場
線

Ｎ

申請地：千葉市花見川区幕張町５丁目１１２番４　ほか

計画建物

至：幕張本郷駅

京
成
電

鉄
千

葉
線 Ｊ
Ｒ
総
武
線

幕
張
町
武
石
町
線

街区公園２

至：新検見川駅

都市計画

防火・準防火地域

用途地域

建蔽率

容積率の最高限度

道路

土地区画整理事業 東幕張土地区画整理事業

400

80

商業地域

準防火地域

幕張町武石町線（3.3.16）

防火地域・高度地区凡例

用途地域凡例

緑

深緑

黄緑

灰緑

黄

肌色

橙色

薄紅色

赤

紫

水色

青

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

第一種低層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

第一種高度地区、20ｍ

準防火地域

用途地域毎の容積率及び建蔽率
容積率

建蔽率

60
200

200
60

200
80

200
60

60
200

200
60

200
80

200
60

400
80

中野 実（一級建築士 第253601号）

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事
用途地域図

２
：申請地の敷地境界線を示す ：計画建物を示す



幕張小学校

千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線

千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線

幕
張
287号

線

幕
張
29
1号

線

幕
張
停
車
場
線

幕張公民館

京
成
幕
張
駅

ＪＲ幕張駅

至：幕張本郷駅

至：新検見川駅

Ｎ

100ｍ

100ｍ

10
0ｍ

申請地：千葉市花見川区幕張町５丁目１１２番４　ほか

10
0ｍ

計画建物

建物用途別凡例

住宅

共同住宅

商業系建物

黄

橙色

赤系統色

駅施設 水色

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

中野 実（一級建築士 第253601号）

周辺土地利用現況図

３
：申請地の敷地境界線を示す ：申請地の敷地境界から100ｍの範囲を示す ：計画建物を示す



Ｎ

ＪＲ幕張駅

民家
民家

民家

民家

民家 （建設中）
店舗兼集合住宅

（建設中）
店舗兼集合住宅

Ｈ

Ｇ

ＩＣ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

ＪＡＢ

＜凡例＞

：計画建物を示す

：敷地境界線を示す

：現況写真の撮影位置及び方向を示す

＜凡例＞

申請地

計画建物

：敷地境界線を示す

：計画建物を示す

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

中野 実（一級建築士 第253601号）

現況写真

４



N

境界との離れ：80 境界との離れ：80

Y1

Y1X1 X4 X17X14X11X9X6

X20

B2

B1

A1 A2

B4

B3

計画建物：歩廊２（最高高さ:3.447ｍ）
6.780 6.750

6.780

6.900 6.940 6.945

6.942

6.946

7.079

7.110

7.110

7.080

6.915

6.860

6.890

6.860

6.830
6.830

6.746

6.674

6.737

6.8356.890

6.860

6.8306.860

6.860

6.622

6.511

6.463

6.539

6.583

6.659

6.730

6.823

6.700

6.877

6.767

6.950
6.895

6.781

6.788

6.880

6.744

6.728

6.868

6.993

6.751

6.856

6.836

6.870

6.907

6.909

6.967

6.862

6.889

6.760

7.088

6.862

6.710

6.855

7.041

7.074 7.037
6.988

6.885

7.050

7.057 6.865

6.885

6.8606.814

6.897

6.983

6.934

6.927

6.866

6.871

6.781

6.680

6.732

6.725

6.631 6.672

6.576

6.602

6.690

6.660

6.600
6.650

6.779

6.728

6.716
6.756

6.776

6.687
6.789

6.722
計画建物:バス等乗降場（最高高さ:5,398ｍ）

計画建物：歩廊１（最高高さ:3.560ｍ）

43,300

10,360
53413,7373

7
7

54,273

33,100 1
,
1
2
0

幕張町武石町線

▽歩車道境界線

6,000 6,000
▼ ▼

6
,
0
0
0

▲

6
,
0
0
0

▲

駅前広場

▼ ▼

（建築基準法第42条第1項第2号道路）

（建築基準法第42条第1項第4号道路）

▽敷地境界線 14,700

▽敷地境界線

▽敷地境界線 23,200

▽敷地境界線

▽敷地境界線 18,600

▽敷地境界線

△
敷

地
境

界
線

　
5
1
,
8
4
0

△
敷

地
境

界
線

△敷地境界線△敷地境界線

△
敷

地
境

界
線

△
敷

地
境

界
線

　
5
2
,
0
0
0

建築基準法第42条第1項第2号道路へ接続

4
5
0

25,000

6,000 6,000

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

（道路名称未定）

歩行者専用道路

歩行者専用道路

（道路名称未定）
歩

道
有

効
幅

員

歩
道

有
効

幅
員

歩
道

有
効

幅
員

歩
道

有
効

幅
員

17,790

5
,
9
5
0

2
,
8
1
7

3
,
8
7
0

2
,
8
1
7

5
,
3
4
9

歩行者専用道路

（道路名称未定）

歩行者専用道路

（道路名称未定）

11,720

1
2
,
7
4
0

ＥＬＶ

ＪＲ幕張駅

タ
ク
シ
ー

（その他工事は、別途土木工事の工事範囲とする）

※設計基準GL＝6.656

※本工事の工事範囲は、バス等乗降場及び歩廊上屋（照明設備を含む）、バス等乗降場及び歩廊基礎、一部ハンドホールとする。

計画建物凡例

歩廊１

歩廊２

：敷地境界線を示す

：道路区域を示す

：車道部分を示す

：建築基準法第42条第1項第2号道路と
　同第4号道路の道路境界線を示す

バス等乗降場

幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

千葉市花見川区幕張町5丁目114-11の一部,112-4,113-11,114-10,

幕張町6丁目110-1,-2,111-1,-2,-3,114-6,115-2,-4,-5,116-1,

128-3,-4,-5,129-4の各一部,112-1,-3,-5,113-1,-3,-10,

114-1,-10,-11,-12,-13,-14,-15,-16,115-3,-6

敷地面積：6,400.00㎡

車道：アスファルト舗装

車道（バス停車部）：半たわみ性アスファルト舗装

歩道（一般部）：透水性平板ブロック舗装

歩道（車両乗入れ部）：透水性アスファルト舗装

工事名称

敷地の

地名地番

敷地概要

設計概要

1

2

3

建物概要 No

バス等乗降場

建築面積 床面積

歩廊１

歩廊２

棟名称

合計

263.73㎡

5.73㎡

5.73㎡

403.38㎡

0.00㎡

0.00㎡

階数 最高高さ

平屋

平屋

平屋

5.398ｍ

3.560ｍ

3.447ｍ

構造

骨組膜構造

骨組膜構造

骨組膜構造

275.19㎡ 403.38㎡

建蔽率

容積率

4.29％

6.30％

基礎：鉄筋コンクリート基礎

構造：骨組膜構造・平屋建て

塗装：溶融亜鉛メッキ＋フッ素樹脂塗装

軒樋・竪樋：SUS製、　柱緩衝材：EVA樹脂製

花見川・稲毛土木管理事務所による日常管理

身体障害者等が使用する車両の乗降場所

バス・タクシーの乗降及び待合場所建物の

使用方法

維持管理

方法 千葉市建設局土木部土木保全課による定期点検

（５年に１回程度）

屋根：膜屋根

　　（AP-450酸化チタン光触媒微粒子含有(両面)

　　　または同等品）

令和４年度第１回千葉市建築審査会

中野 実（一級建築士 第253601号）

配置図

５

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事
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4,263.6 4,263.6
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膜材料

平成14年国土交通省告示第666号第二第2項第二号の表の（一）項に適合する膜材料 

AP-450 と同等品 認定番号  MMEM-0081-1 と同等品

酸化チタン光触媒微粒子含有(両面) 不燃認定  NM-4723 と同等品

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

X18

X19

X20

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

Y1

X18

X19

X20

Y1

部材リスト

記号 部材 備考

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

aC1

aC2

aG1-1

aG1-2

aG2

aG3

aB1

aB2

aT1

aW1

P-φ318.5×6.9

P-φ267.4×5.8

P-φ216.3×5.8

P-φ216.3×5.8

P-φ139.8×4.5

P-φ139.8×4.5

P-φ139.8×3.5

P-φ139.8×3.5

P-φ89.1×3.2

構造用ストランドロープ φ11.2(7×7)

ポリエチレン被膜1.5t(白)
ST1570

aW1 aW1

aC1 aC1 aC1 aC1

aC1

aC1

aC
2

aC
2

aC2

aC2

aC2

aC1

aC1

aC2

aC1

aC1

aC2
aC2

aC2
aG3

aG3

aC2
aB2 aG1-2

aG1-2
aB1 aB1

aB2

aG2

aG1-1(上)

aB2

aB1

aG1-1(上)

aB2

aB1

aW1aW1

aG2

aG1-2

aB1

aB2

aG1-2

aB2

aB1

aG1-2
aB2

aB1

aG2

aG1-1(上)

aB2

aB1

aW1

aG1-1(上)

aB2

aB1

aG1-2

aB1

aB2

aG1-2
aB1

aB2
aG1-2

aB2

aB1

aG2
aG2

aG1-1(上)

aB1

aB2

aG1-1(上)

aB1

aB2

aG1-1(上)

aB2

aB1

aW1

aG1-1(上)

aB2

aB1

aG2

aG1-1(上)

aB1

aB2

aG
2

aG1
-1(

上)

aB1

aB2

aW1

aG
1-
2

aB
1

aB
2
aG
1-
2

aG
3

aG
3

aT1(下) aT1(下)
aT1(下)

aT1(下) aT1(下) aT1(下) aT1(下) aT1(下)aT1(下)

aT1
(下

)

：竪樋落とし口位置を示す。

：雨水の流れ方向を示す。

：敷地境界線を示す。

：別棟（歩廊１・歩廊２）を示す。

屋根：膜材

軒樋(SUS)

N
N

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

中野 実（一級建築士 第253601号）

平面図・屋根伏図

平面図　1/300

屋根伏図　1/300

６

（バス等乗降場）



令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

中野 実（一級建築士 第253601号）

展開立面図、断面図
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軒樋(SUS)
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△最も低い地盤面（=6.601）

▽基準GL（=6.656）

▽最高高さ

基準GL-0.16

根巻天端レベル

（単位：m）

基準GL-0.53

基礎番号

X3・X5

基準GL-0.06

X8・X10・X13・X15・X19

X11～X12・X14・X16～X18・X20 基準GL+0.09

X1～X2

X4・X6～X7・X9

基準GL-0.48

5
,
3
9
8

※ 外壁のない建築物であるため平均地盤面の算定は省略し、地盤面の最も低い部分からの高さを最高高さとする。

展開立面図　1/300

Ｘ１１通り断面図　S=1:100
Ｘ９通り断面図　S=1:100

Ｘ１５通り断面図　S=1:100
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緩衝材(EVA樹脂)

緩衝材(EVA樹脂)

軒樋(SUS)

屋根:膜材

bG3
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bG2
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bW1
bB1

bC1

bC1

bG2

bG3

bG1

bB2

bG1

bG3

軒樋(SUS)

屋根：膜材

▽B.PL下端

△基礎天端
▽B.PL下端

△基礎天端

W1

増し打ち

軒樋(SUS)

屋根：膜材

bG1

竪樋：SUSφ76.3

構造用根巻

▽B.PL下端

△基礎天端

見切り石

W1

軒樋(SUS)

屋根：膜材

bG1

構造用根巻

▽B.PL下端

△基礎天端

見切り石

増し打ち

※ 外壁のない建築物であるため平均地盤面の算定は省略し、地盤面の最も低い部分からの高さを最高高さとする。

緩衝材(EVA樹脂)緩衝材(EVA樹脂)

竪樋(SUS)

bC1 bC1

緩衝材：EVA樹脂

bC1

緩衝材：EVA樹脂

bC1

bG2 bG2

bB1bB1

N

：敷地境界線を示す。

：別棟（バスシェルター）を示す。

bC1

bG1

bG2

bG3

bB1

bB2

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

P-φ165.2×5.0

P-φ165.2×5.0

P-φ101.6×3.2

P-φ101.6×3.2

P-φ89.1×3.2

P-φ76.3×3.2

bW1

根巻天端レベル

（単位：m）

基礎番号

B1

B2 基準GL+0.04

基準GL-0.16

膜材料

平成14年国土交通省告示第666号第二第2項第二号の表の（一）項に適合する膜材料 

AP-450 と同等品 認定番号  MMEM-0081-1 と同等品

酸化チタン光触媒微粒子含有(両面) 不燃認定  NM-4723 と同等品

部材リスト

記号 部材 備考

構造用ストランドロープ φ11.2(7×7)

ポリエチレン被膜1.5t(白)
ST1570

：竪樋落とし口位置を示す。

：雨水の流れ方向を示す。

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

中野 実（一級建築士 第253601号）

立面図、断面図
平面図、小屋伏図、

（歩廊１）
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※ 外壁のない建築物であるため平均地盤面の算定は省略し、地盤面の最も低い部分からの高さを最高高さとする。
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見切り石

W1

bG2

屋根：膜材

bG1

軒樋(SUS)

bB1

構造用根巻

▽B.PL下端

竪樋：SUSφ76.3

見切り石

増し打ち

bG3

bG3

bG2

bG2

bW1
bB1

bC1

bC1

bG2

bG3

bG1

bB2

bG1

bG3

緩衝材(EVA樹脂)

屋根：膜材
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N

：竪樋落とし口位置を示す。

：雨水の流れ方向を示す。

：敷地境界線を示す。

：別棟（バスシェルター）を示す。

部材リスト

記号 部材 備考

bC1

bG1

bG2

bG3

bB1

bB2

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

P-φ165.2×5.0

P-φ165.2×5.0

P-φ101.6×3.2

P-φ101.6×3.2

P-φ89.1×3.2

P-φ76.3×3.2

構造用ストランドロープ φ11.2(7×7)

ポリエチレン被膜1.5t(白)
ST1570bW1

根巻天端レベル

（単位：m）

基礎番号

基準GL+0.19

B3

B4

基準GL-0.05

膜材料

平成14年国土交通省告示第666号第二第2項第二号の表の（一）項に適合する膜材料 

AP-450 と同等品 認定番号  MMEM-0081-1 と同等品

酸化チタン光触媒微粒子含有(両面) 不燃認定  NM-4723 と同等品

令和４年度第１回千葉市建築審査会

議案第１号　幕張駅北口広場バスシェルター新築工事

中野 実（一級建築士 第253601号）

立面図、断面図
平面図、小屋伏図、

（歩廊２）
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